
農村計画課、都市農村交流課
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農 村 計 画 課（11人）

【優良農地の確保】

・ 農地の総量確保のため、農
業振興地域制度及び農地転用許
可制度が適正に運用されるよう、
県や市町村に対し助言・指導。

※ 両制度に係る事務は、地方分権により
都道府県等に移譲。

・優良農地の確保のため、荒廃
農地の発生防止・解消等を推進。

【土地利用の区域分けのイメージ】

【農山漁村の活性化等】

■ 中山間地域等での取組への支援

・ 複数の農村集落の機能を補完
する「農村型地域運営組織（農
村RMO）」の形成等に対する取
組（農地保全・地域資源活用・
生活支援）を支援。
〔農村RMO形成推進事業〕

【農業・農村の有する多面的機能
の維持・発揮への支援】

・ 農業生産条件の不利な中山間地域等において、集落等を
単位に農用地を維持・管理していくための取決（協定）
を締結し、それに従った農業生産活動等を支援（面積に
応じ一定額を交付）。〔中山間地域等直接支払制度〕

【主な交付単価】

交付単価（円/10a）区分地目

21,000急傾斜（1/20～）
田

8,000緩傾斜（1/100～）

■ 豊かなむらづくり全国表彰

【優良農地の確保】

・ 農山漁村における「むらづくり」
のモデルとなる優良事例を表彰し、
その取り組みを広く紹介。

【R5年度受賞の押井営農組合】

【中山間地における棚田】

・ 地域の農用地保全のために必要な多様な取組を総
合的に支援。〔最適土地利用総合事業〕

・地域の地域資源を活用した商品
開発や販売促進を実施し、所得・
雇用の増大を図る取組を支援。
〔山村活性化対策事業〕

【ヨモギの入浴用製品（岡崎市）】

【高齢者の移動支援】
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R5年度選考採用 農村計画課 直接支払係長

・農業の生産条件が不利な地域に農業生産活動を継続するための支援
を行う中山間地域等直接支払制度や中山間地域等の振興に資する支援
にかかる補助事業の事務手続き、各関係機関との調整業務を担当して
います。

今担当している業務は

農水省を志望した理由は

・前職から農業に携わる機会があり、農業者の高齢化や担い手不足は
深刻な問題だと感じていました。その中で、自分自身も農業者を手助
けするような仕事をしたいと考え志望しました。

選考採用を希望する方へのメッセージ

・入省される方は、農業関係とは無縁の方も多く、最初はわからない
ことも多いですが、上司、先輩が相談に乗ってくれます。民間企業で
の経験を活かし、新しい挑戦をしてみてください。

職場環境はこんな感じ

・職場のみなさんは、優しい方ばかりで、わからないことがあれば懇
切丁寧に教えて頂けます。また、担当班の中で食事会をするなど、仕
事以外でもコミュニケーションを取っています。

係長のとある１日

8:30 出勤

メール確認・資料準備
各関係機関との担当業務に関する
メール整理、打合せ資料の準備

11:00

12:00 昼食

13:00

市町村及び協議会担当者と
の打合せ
中山間地域等直接支払制度及び
中山間地域等の振興に対する支
援策のご紹介、意見交換等

17:15

16:30 打合せ概要の作成
意見交換等に対する概要作成、
各関係機関への情報共有等

退勤

打合せ先へ移動
東海３県の市町村及び協議会担当者
と事前に訪問予定を組み、現地訪問。
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R５年度選考採用 農村計画課 土地利用計画係長

・振興山村地域への支援策として、農山漁村振興交付金（山村活性化
支援交付金）の募集から交付金額決定までの事務処理を担当していま
す。また、中山間地の支援策等も担当しており、地方自治体や協議会
等の担当者と連携を取り、業務を担当しています。

今担当している業務は

農水省を志望した理由は

・社会人経験を活かし、新たな環境で、行政に携わる仕事を通して、
成長していきたいと考えていました。その中でも、国民のため、未来
の子供たちのために、食と環境に携わる仕事がしたいとの想いから、
農水省を志望しました。

選考採用を希望する方へのメッセージ

・新たな環境で働くことは不安もありますが、それ以上に希望が上回
るのであればチャレンジすべきだと思います。あとは、いつチャレン
ジするか。国家公務員として働くことに魅力を感じていて、チャレン
ジする気持ちが少しでもあるなら、そのタイミングは今です！！

職場環境はこんな感じ

・職場環境は風通しの良く、皆さんが優しいので話しかけやすい雰囲
気があり、分からないことがあれば気軽に質問できるため、疑問や不
安を抱え込むことがありません。人材育成のための研修などもあり、
成長できる環境が整っていると思います。

係長のとある１日

8:30 出勤

メールの確認
・本省への報告
・各担当者とのやりとり

10:00

12:00 昼食

13:00
市町村等の担当者と打合せ
・市町村等の担当者とオンライン
会議により、交付金請求手続きの
流れや注意事項を周知・確認

17:15

15:30 打合せ内容のまとめ
・打合せ内容を記録し、疑問点
の解消、提案内容まとめ

退勤

書類整理
・各担当者から提出された書類
や報告書類のチェック等
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都市農村交流課（10人）

【農山漁村の活性化等】 【六次産業化・地産地消法に基づく
総合化事業計画の認定】

【地産地消の推進】

・農産物直売所の優良事例の収集・紹介

■農山漁村振興交付金■

農山漁村イノベーション対策

【ディスカバー農山漁村（むら）の宝】

地域の創意工夫による活動の計画づくりから農業
者等を含む地域住民の就業の場の確保、農山漁村に
おける所得の向上や雇用の増大に結びつける取組の
発展段階に応じて総合的に支援し、農林水産業に関
わる地域のコミュニティの維持と農山漁村の活性化
及び自立化を支援。

・地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等
及び地域の農林水産物の利用促進に関する法律（以下「六
次産業化・地産地消法」という。）に基づく「総合化事業
計画」の認定を行い、認定事業者に対し事業計画期間中の
フォローアップを実施。

（5）農山漁村イノベーション産業支援型

（3）農福連携型

（4）農山漁村イノベーション創出支援型

（1）地域活性化型

（2）農泊推進型

・間接補助事業

・県及び市町村に対して六次産業化・
地産地消法に基づく「地産地消促進計
画」の策定を推進・直接採択事業

株式会社デイリーファーム（愛知県）

・「強い農林水産業」、「美
しい活力ある農山漁村」の実
現のため、農山漁村の有する
ポテンシャルを引き出すこと
により地域の活性化や所得向
上に取り組んでいる優良な事
例を選定し、全国へ発信。

また、東海農政局として地
方版も選定。

令和５年度 優秀賞
（ビジネス・イノベーション部門）

＜農山漁村イノベーション推進事業・整備事業＞

⇒ 直売所訪問記
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R３年度選考採用 都市農村交流課 地域活性化係長

交付金事業の「農泊推進事業」を担当しています。
東海３県の農山漁村において、地域資源を活用した食事・宿泊・体

験プログラムを整備して、国内外の観光客を増やし、地域の活性化と
所得向上を実現する取組を支援しています。

今担当している業務は

農水省を志望した理由は

食育に興味をもったことがきっかけです。食育について調べていた
ときに、未来の子どもたちのためにできることを提案し全力で行動す
る、という農水省のビジョン・ステートメントに共感し、民間企業で
の経験を活かして、農政に関わりたいと思い志望しました。

選考採用を希望する方へのメッセージ

国の施策を推進するにあたり、「農泊推進事業」は地域密着型で農
林漁業者等を直接支援をすることができます。実際に農山漁村を訪問
し、意見交換をすることで、書類だけではわからない生の声を聴くこ
とができます。一緒に農山漁村を盛り上げていきませんか。

職場環境はこんな感じ

令和５年度に新設された課ですので、職員のバックグランドが様々
でいろいろな方面からの意見も聞けて参考になります。少人数でアッ
トホームな雰囲気な課ということもあり、提案や意見もしやすく新し
いことにもチャレンジしやすいです。

係長のとある１日

8:30 出勤

メールの確認
係員と業務の進捗確認、本日の業
務内容の調整など

9:30

12:00 昼食

13:00 交付金事業の現地調査
・事業者を訪問し、事業の進捗

等について意見交換
・試作品の体験、磨き上げ

17:15

16:30 現地調査報告
・事業者との意見交換の概要メモ

の作成、報告等

退勤

交付金事業の計画の審査
・資料の確認、局内手続きの実施
・事業者へ電話でヒアリング等
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生産流通消費統計課、経営・構造統計課
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統計部



お米の豊凶を予測する －水稲収穫量調査－
全国で約１万箇所のほ場を実測調査し、水稲の作柄や収穫量を明らかにしています。

各課紹介

生産流通消費統計課（10人）

生産流通消費統計課では、主に農業の生産基盤になる
耕地や農林水産物の生産実態を把握するための調査を所
管しています。

【農林水産物の生産実態の把握】

地方組織の職員（調査員）が調査ほ場を選定して、実測調査を行います。
収穫が行われる前に実施する調査（8月、９月、10月）は、穂数、もみ数など実測可能な項目を計測し、実測

不可能な項目は気象データと過去の実測データを基に予測した上で、10アール当たり予想収量を決定します。
収穫期に実施する調査は、稲を刈取り、脱穀・乾燥・もみすりを行った後、選別を行い、その重さを計測し、

10アール当たり収量を決定します。

令和５年産水稲の作況指数（概数値）
（「令和５年産水陸稲の収穫量 」より）
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Ｒ２年度採用 生産流通消費統計課 流通消費統計係長のAさん

生産流通消費統計課で担当していた業務は?
生産流通消費統計課での

とある一日のスケジュール

食肉となる牛や豚の取引頭数や卸売価格のほか、豚、採卵鶏、ブロイラー（肉

用の鶏）の出荷頭数などを把握し取りまとめる統計調査を行っていました。所

属していた課ではほかに、米、畑作物、果樹や花きなどの作付面積や収穫量に

関する各統計調査を行っています。

9:15

農水省を志望した理由は?

子どもたちの将来に食の安心安全を繋いでいくため、自分にも貢献できること

があればと思い志望しました。

18:00

出勤

昼食

退勤

調査結果を本省へ報告するにあた
り、報告書類と併せて説明用資料
の作成を行う。

管内の調査客体の集計・取りまとめを
行い、前年同月や前月と比較して大き
な変動がみられる場合は、必要に応じ
て食肉卸売市場等へ報告データの照会
等の情報収集を実施。

職場環境について

統計部はベテラン職員が多く所属していることもあり、分からないことがあっ

てもすぐに皆さんに相談できる恵まれた環境で仕事をしていました。現在は昭

和区安田通にある安田庁舎と呼ばれる場所で執務していますが、建設中の新庁

舎が完成次第、そちらに引越しする予定です。

皆さんへのメッセージを

各種制度が充実しており男性の育児休暇取得にも理解がある職場です。私には

小さな子どもがいますが、子育て中の方でも安心して働ける環境が整っている

と思います。ぜひ選考採用試験に応募してください。

12:00

13:00

10:00
メールを確認し、作業依頼、業
務を確認を行う。

作成した書類や資料について、上
司に確認いただき、内容確認等を
行う。

17:00
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各課紹介

経営・構造統計課（11人）

経営・構造統計課は、①農山漁村・地域の実態の把握、②農林水産業従事者の構造の把握、③

農林漁業経営の把握等の調査を所管しています。

【農林水産業に関する経済面の統計を作成及び農林漁業の実態等を把握するため調査を実施】

農林漁家の経営状況、農畜産物の生産コストを明らかにする
－農業経営統計調査－

農業経営統計調査

営農類型別経営統計

農畜産物生産費統計

水田、畑作、野菜作、酪農、肉用牛など13営農類型別に農業
経営の実態を把握

農業経営体における農畜産物（米、麦、大豆、牛乳、肉用牛
など）の生産費（コスト）の実態を把握

地方農政局や都道府県拠点において
職員や調査員が実施しています。

調査は農家の年間を通じた協力に支
えられており、調査現場における農家
との信頼関係で成り立っています。

また、調査対象から得られたデータ
は、当年の作柄や生産事情などに照ら
して審査を行い、正確な調査結果を取
りまとめています。

～ 令和４年の農業産出額 ～
愛知県が全国８位、岐阜県が29位、三重県が31位
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Ｒ３年度採用 経営・構造統計課 経営第１係長のAさん

今担当している業務は? とある一日のスケジュール

営農類型別経営統計調査の審査、取りまとめ、照会等の付随業務。また、営農

類型別経営統計調査および農畜産物生産費統計調査の標本リストの管理（脱

落・選定）の業務を中心に行っています。

9:00

農水省を志望した理由は?

これまでの社会人経験を活かして農林水産全般の業務に携わり、貢献したいと

考え志望しました。

17:45

出勤

昼食

退勤

報告を受けた調査内容について、各拠点

へ照会をかける。また、照会の回答報告

を受けたものの確認作業も同時に行う。

審査した際の、照会内容を整理して、

各県拠点毎に取りまとめ、課内担当者

と打合せを行う。

調査票の審査業務。
各県拠点（岐阜、愛知、三重）か
らの問合わせに対しての対応。

メール確認•書類整理

営農類型別経営統計調査の報告状況を確認して、

課内で進捗状況を共有。そして、報告分の調査

票を確認しながら、審査業務を行う。

職場環境について

課内のメンバーで協力しながら仕事に取り組んでいます。担当業務を中心に遂

行していくこととなりますが、上司や先輩方も既に経験がありますので、相談

しながら業務に取組んでいます。

皆さんへのメッセージを

転職となるとこれまでの経験と違う業務に取り組むこともあるかもしれません。

心配しなくてもマニュアルが整備されていますし、課内の方々と協力して仕事

を進めていくので大丈夫です。ぜひ応募してみてください。

11:00

12:00

13:00

16:00
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愛知県拠点
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各課紹介

愛知県拠点(２０人)

【現場と農政を結ぶ業務】

現場との
キャッチ
ボール

➁現場の声を
汲み上げる

➀農政を
現場に伝える

③現場と共に解決する

現場関係者
との
ネットワーク

総括・管理担当 （６名）

尾張西部・海部地区担当（３名）

【地方参事官室】

東三河地区担当（３名）

尾張西部・海部地区

尾張東部・知多地区

西三河地区

東三河地区

愛知県拠点（地方参事官室）組織図及び管轄区域
（令和６年４月１日現在 現在員数２０名 （５４市町村 ３８市、１４町、２村））

尾張東部・知多地区担当（３名）

西三河地区担当（３名）

分析担当（１名）

地方参事官（愛知
県担当）

地方参事官やそのスタッフが担う「現場と農政
を結ぶ業務」では、都道府県内の各地域にくまな
く出向き、①「農政を現場に伝える」、②「現場
の声を汲み上げる」、③「現場と共に解決する」
という役割を担っています。

現場と農政を結ぶ業務に求められる役割

①「農政を現場に伝える」
都道府県、市区町村、関係団体、農業者・事業者、消費
者等に対して、農政の重要情報を周知し、現場で政策が有
効活用されるよう、働きかけを行っています。

②「現場の声を汲み上げる」
都道府県や農業団体等の幹部、農業者等と定期的に情報
交換を行い、地域が抱える課題等を把握し、本局・本省に
情報共有を行うとともに、現場での課題解決に繋げていま
す。

③「現場と共に解決する」
地域の課題に対して国の事業・制度を的確に紹介する等
により、主体的に課題解決に取り組んでいます。
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JA・県・本局と連携し、地域資源を活用した
耕畜連携の体制づくりをサポート

耕畜連携を検討していた地域に対し、耕畜連携の体制づくりを働きかけ、本局
とも連携して「国内肥料資源活用総合推進支援事業」の申請をサポート

○ 施策分類
普及・技術対策（国内肥料資源活用総合推進支援事業）

○ きっかけ・背景、課題の把握
令和４年６月のＪＡあいち知多営農センターとの意見交換で、同ＪＡ管内には畜産農家が多く堆肥を容易に確保できるこ
とから、これを地域資源として有効活用できる耕畜連携の取組を検討していることを把握。

○ 取組の内容
ＪＡあいち知多営農センター、愛知県農林水産事務所及び畜産事業者と県拠点が打合せをした際、令和４年度第２次補正
予算で「国内肥料資源活用総合推進支援事業」が措置されたことを情報提供し、同事業の活用を提言。
また、部局の垣根を越えたサポート体制の働き掛けを行った。その後、事業の実施主体となる組合の設置状況の把握や本
局主催の当該事業に係る説明会を案内するなどフォローアップに努め、事業申請時には、本局と連携した伴走支援で、申
請をサポート。

○ 効果・成果、今後の方向性
申請内容が当該事業に採択され、堆肥散布に必要なマニアスプレッダー及びダンプベッセルを購入。また、堆肥を使用し
た水稲栽培での効果実証に取り組み、稲作農家への堆肥販売を予定。
今後も、地域の情報が集まる営農センター等との意見交換に取り組み、地域農業の情報把握に努め、課題を踏まえて事
業・制度の案件形成をフォロー。

紙芝居で有機農業への理解を深める取組を実施

県拠点独自で紙芝居を作成し、有機農業に対する幅広い層への理解促進に取り組
む

○ 施策分類
みどりの食料システム戦略

○ きっかけ・背景、課題の把握
有機農業への理解が幅広い層に広まるよう、周知方法を模索。令和５年３月にオーガニックビレッジ宣言を行った東郷町
が開催する「親子食育料理教室」を、これまでアプローチしてこなかった若い親世代に対する周知の場に活用することを
検討。親子に分かりやすく「みどりの食料システム戦略」を伝える手段として、拠点職員がオリジナル「紙芝居」の作成
を発案。

○ 取組の内容
拠点職員が作成した「紙芝居」は、参加者から「楽しく学べ、有機農業に対する理解が深まった」といった高評価を得た

ことから、消費者団体のイベントでも披露。また、ローカルラジオ番組に出演し、「絵本の読み聞かせコーナー」で同紙
芝居を朗読。当局ＷＥＢサイトやMAFFチャンネルでも公開(動画再生回数：3,340回)する等、普及活動を継続中。

○ 効果・成果、今後の方向性
当紙芝居は各種団体等からの照会も多く、有機農業の理解浸透に貢献。
みどり戦略に係る消費者の行動変容について、理解醸成を図るため今後も消費者団体等との連携を積極的に推進。

紙芝居「２しゅるいのにんじん」ダウンロードサイト
https://www.maff.go.jp/tokai/kikaku/midori/221221.html

消費者団体との集合スナップ消費者団体に実演している様子

食育料理教室に参加した親
子に実演している様子

紙芝居
「２しゅるいのにんじん」

東海局ＷＥＢサイト「みど
りの広場」で紹介

体制図

案件形成に向けた意見交換

事業実施
（国内肥料資源活用総合推進支援）

参画
常滑北部堆肥利用組合（事業実施主体）

県農林水産事務所 畜産事業者

耕種農家

採択

愛知県拠点
（事業の活用を提言）

働き掛け
本局と連携し事業申請
等をサポート

ＪＡ 営農ｾﾝﾀｰ

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー 参

画

愛知県拠点の
取組を一部紹介
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